















































































った。同文書院が置かれていた国際都市上海は、1937 年 8 月には戦渦に巻き込まれていた。
しかし、対英米戦開始前であるため、租界は存在していた。それでも、1937 年 12 月には
上海大道市政府が日本軍の統治政策の一環として設置され、さらに翌 38 年 3 月には中華民
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? さて、その後 1922 年、荒畑寒村の熱情に感激して?34?創立されたばかりの日本共産党に
入党した小岩井は、思想的にボリシェヴィズムを受け入れた?35?。そして、その活動の中?36?
で弾圧を受けて獄中生活を余儀なくされる。1936 年 12 月の「一二・五事件」での検挙、
さらに 1937 年 6 月の検挙と 8 月の起訴?37?が小岩井に「転向」を迫ることとなった。1938
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? 1940 年 4 月、野田経済研究所上海経済研究所?46?副所長として、上海に渡った。すでに
汪兆銘政権が南京に成立して一か月、そして後述するようにその後も、日本の大陸政策は
少くとも華中地域においては安定していた。1942 年 1 月、大学に昇格した東亜同文書院大
学の講師に採用された小岩井?47?は、「東亜民族論」を担当する。その成果が同年 12 月に
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理子『建国大学と民族協和』（風間書房、1997 年 3 月）がある。なお、建国大学については最近三浦英




史』（滬友会、昭和 57 年 5 月）や『東亜同文会史 昭和編』（霞山会、平成 15 年 8 月）などの基礎資料
に加え、すでに定評を得ているが大城立裕『朝、上海に立ちつくす──小説東亜同文書院』（講談社、1983






(7)井上雅二（梧桐）『巨人 荒尾精』左久良書房、明治 43 年 9 月、38～41 頁。同書は、荒尾の意志を継
いで東亜同文書院を設立し、初代院長となった根津一が全体を校閲し、荒尾の参謀本部勤務以来、そして
日清貿易研究設立以後も関わりの深かった桂太郎が序文を寄せている。井上雅二は兵庫県出身、東亜会で
の活動の後、明治 31 年 11 月に同文会と合流して成立した東亜同文会では幹事を務めるなどし（『東亜
同文書院大學史―創立八十周年記念誌』滬友会、昭和五十七年五月、49 頁）、さらに南洋協会設立にも
参加している。井上雅二に関しては藤田賀久「近代日本のグローバリスト井上雅二―その人物像を中心に」
（『多摩大学紀要』16 号、2014 年 3 月）参照。なお、前掲『東亜同文書院大學史』22 頁にも、荒尾の
博多での演説が抄録されている。荒尾精の演説は、井上前掲書 37 頁参照。 






































(16)本稿執筆に当たり、思想の科学研究会編『共同研究? 転向? 上・中・下』（平凡社、昭和 34 年 1 月、
同書は「東洋文庫」のシリーズとして復刊、2012 年 2 月～2013 年 3 月）を参照した。これは、いまだ「転
向」問題を検討するときの出発点となり得る研究である。なお、吉本隆明『マチウ書試論・転向論』（講
談社学芸文庫、1990 年 10 月）も、「転向」を論ずる際、避けて通れぬ重要な著作である。 
(17)竹内好「近代とは何か」。 
(18)以後、小岩井の履歴に関しては、特にことわりのない限り藤城和美「小岩井浄と人民戦線」（愛知大
学東亜同文書院大学記念センター オープンリサーチ・センタ 『ー愛知大学史研究』第 3 号、2009 年度版、
2009 年 10 月）、および加藤勝美『愛知大学を創った男たち―本間喜一、小岩井浄とその時代』愛知大学、
2011 年 3 月）による。 













(23)前掲『共同研究? 転向? 上』、70 頁。 
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日本社会党中央本部機関紙局（1979 年 9 月）がある。なお、建設者同盟出身の日本社会党関係者として
は、上述の戸叶のほかに委員長を務めた浅沼稲次郎や衆議院副議長を務めた三宅正一がいる。 
(27)前掲『共同研究? 転向? 上』73 頁。 
(28)その中には、後に同文書院と深い関係を持つ石浜知行らもいた。また、黄興の別邸を活動の拠点にし






同研究? 転向? 上』99 頁）。 
(32)前掲藤城和美、4 頁。 
(33)これを「こうした「立身出世主義」への反撥は、明治の興隆期を過ぎた時期の一部の学生に共有のも







   （戦前）? ? （戦中）? ? ? （戦後）?
         
共産党 
   
共産党系 
      







     







     
   









   
















108 頁には 1937 年 6 月の「社大党躍進」執筆後の事を取り上げており、小岩井の「転向」にはこちらの
方が大きな意味を持つ。 
(38)前掲加藤勝美、242～243 頁。 
(39)前掲藤城和美、109 頁、前掲加藤勝美、211 頁、245 頁。 
(40)前掲加藤勝美、245 頁。加藤は小岩井の「新しき出発（転向感想）」を『誠明公論』昭和 13 年 8 月
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???共産主義? 無政府主義? ?類似宗教? ?民族運動? ?計? 百分率?
総括? 2403 55 153 60 2671 100.00% 
信仰上? 52 4 3 - 59 2.21% 
家庭関係? 677 16 21 5 719 26.92% 
理論的矛盾の?
発見?
299 5 6 2 312 11.68% 
国民的自覚? 768 19 52 13 852 31.90% 
身上関係? 231 6 16 2 256 9.58% 
拘禁に因る後悔? 299 2 50 34 385 14.41% 













(48)（下）は『東亜研究』第 65 号、1943 年 3 月刊行。 
(49)満洲の建国大学については、宮沢恵理子『建国大学と民族協和』風間書房、1997 年 3 月、参照。最
近の良質なルポルタージュとして三浦英之『五色の虹―満洲建国大学卒業生たちの戦後』集英社、2015







(53)拙稿「南京 1945 年 8～9 月―支那派遣軍から総連絡班へ―」（愛知大学国際問題研究所『紀要』143
号、2014 年 3 月）。 
(54)家近亮子『蔣介石の外交戦略と日中戦争』岩波書店、2012 年 10 月、275 頁。 
(55)小岩井は、その『還暦記念論文集』の自らの業績一覧に、自らの「転向」期間中のものは、「戦争と
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1897（明治 30）年 6 月 9 日? 誕生 
1905（明治 38）年 4 月 島立小学校入学 
1911（明治 44）年 4 月 松本中学校入学 
1915（大正 4）年 6 月? 松本中学校退学、宮田小学校代用教員（～1916 年 6 月） 
 7 月? 専門学校入学者試験検定願（長野県立飯田中学校長宛） 
1916（大正 5）年 1 月? 検定試験受験（県立諏訪中学校） 
 6 月? 第一高等学校入学第一部丁類 
1919（大正 8）年 9 月? 東京帝国大学法学部政治学科入学 
 三輪寿壮らと中国旅行 
 新人会 
1921（大正 10）年 シベリア旅行 
1922（大正 11）年 3 月 東京帝大卒、大阪へ 
 4 月 日本農民組合顧問弁護士 
 7 月 第一次共産党結成に参加 
1923（大正 12）年 6 月 第一次共産党検挙事件 
 小岩井、市ケ谷未決監収容（～12 月釈放） 
1926（大正 15、昭和元）年 5 月? 小岩井検挙、堺刑務所入獄（～1927 年 1 月） 
1928（昭和 3）年 11 月? 三・一五事件公判開始、小岩井、布施勝冶らと弁護団 
1929（昭和 4）年? 大阪市議選に当選 
1931（昭和 6）年 4 月? モップル事件で小岩井検挙 
 10 月  大阪市議選、当選 
1932（昭和 7）年 9 月? 小岩井、大阪横堤へ 
1933（昭和 8）年 2 月? 「自由農民学校」開校→解散 
1934（昭和 9 年）2 月? 山本宣治の墓参 
1935（昭和 10）年 4 月? 『冬を凌ぐ』刊行 
 10 月  単身上京、日本政治経済研究所設立 
1936（昭和 11）年 12 月? 一二・五事件、検挙 
1938（昭和 13）年 12 月? 小岩井、国民思想研究所入所 
1939（昭和 14）年 1 月? 「民族の問題」執筆 
1940（昭和 15）年 4 月? 上海経済研究所副所長（→中支経済研究所では？） 
1942（昭和 17）年 1 月? 東亜同文書院大学講師 
 12 月 「孫文に於ける民族思想（上）」（『東亜研究』第 65 号） 
（下）は 1943 年 3 月刊行 
1944（昭和 19）年 4 月? 東亜同文書院大学教授 
 11 月? 上海江南造船局にて書院学生爆撃で死亡 
1945（昭和 20）年 8 月? ポツダム宣言受諾 
1946（昭和 21）年 3 月? 東亜同文会解散 
 11 月 愛知大学設立 
1955（昭和 27）年 11 月? 小岩井、愛知大学学長（第三代） 
1957（昭和 32）年 6 月? 中華人民共和国憲法翻訳 
 9 月 アジア・アフリカ法律家会議参加 











愛知大学文学部准教授? 加島 大輔 
 
?．はじめに－東亜同文書院大学と愛知大学の接合性をめぐる問題?
 
? 本稿は、東亜同文書院大学（以下「書院大学」と略記）と愛知大学という二つの大学の
接合性を、教員の人事的側面から明らかにしようとするものである。具体的には、書院大
学にあっては学部開設時、愛知大学については旧制大学として開学し一定の教員がそろっ
たと見受けられる 1948（昭和 23）年の時点に固定し、その当時在籍した教員の履歴書を
用いた分析を行う。 
? はじめに、書院大学から愛知大学への接合性の問題を論じてきた先行研究について整理
し、本稿の意義を明らかにしておきたい。接合性の問題についての先行研究は、おおよそ
次のように整理できると思われる。一つは、1945（昭和 20）年の敗戦から愛知大学設立ま
での経緯を明らかにしたものである(1)。設立の経緯は愛知大学編集の二十年史、五十年史
などであらかた明らかになっており、これ以上の研究の進展のためには原史料の発掘が不
可欠である。したがって、現段階では一次史料の発掘の乏しさの裏がえしともいえようが、
人物中心、あるいは回顧中心の記述になっていることも明らかである。 
? 二つ目は、前述の設立までの経緯を明らかにするにあたって参照されたであろう、回顧
録や資料紹介などである(2)。書院大学から愛知大学への接合性という問題を論じる際には
参照すべきものとして貴重である。ただし、内容の分析から通史的あるいは問題史的に展
開されているわけではなく、その部分での進展が期待される部分ということもできる。 
? 三つ目には、本稿の直接的な先行研究とすべき書院大学と愛知大学の関係性について実
証的に論じたものである。とくに、大島隆雄「東亜同文書院大学から愛知大学への発展－
たんなる継承か、それとも質的発展か－」 (3)は、そのサブタイトルが示すように、東亜同
文書院（以下「書院」と略記）、書院大学、そして愛知大学の設立趣意書の比較を通して、
愛知大学のそれが「自由主義・民主主義」と「学問の教育・研究」に基づき新たに構成し
直されたものと論じている。そして、その点は「愛大が東亜同文書院（大学）からさまざ
まな面を受け継ぎながらも、それとは異なる質への転化を遂げたという最も本質的な点で
ある」と述べている (4)。すなわち、大島氏は書院大学時代には一度日中戦争の肯定、中国
経営の人材養成を明記した趣意書が書かれたものの、書院時代から「中日輯協」「東亜久安」
の理念は通底していたとする。そしてそれは、愛知大学の設立趣意書にも「潜在的に内在」
しているものと考えている (5)。 
? 大島論文の本稿にとって重要な指摘は、愛知大学の教員構成が「その設立の主体的推進
力になった経緯から、東亜同文書院大学系の教員が 12 名（25%）と一番大きなグループに
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